
シ
チ
ズ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
ミ
ヤ
ノ

ＮＣ旋盤ＢＮＡ―ＤＨＹ
審査委員会特別賞

　
安
い
労
働
力
な
ど
に
魅
力

を
感
じ
、
部
品
生
産
拠
点
を

新
興
国
へ
移
す
現
象
が
、
欧

米
や
日
本
国
内
で
続
い
て
い

る
。
そ
の
一
方
で
、
国
内
に

と
ど
ま
り
、
顧
客
へ
の
満
足

度
の
高
い
部
品
生
産
を
目
指

す
動
き
も
あ
る
。
シ
チ
ズ
ン

マ
シ
ナ
リ
ー
ミ
ヤ
ノ
は
、
高

精
度
な
部
品
を
短
期
間
で
納

品
し
、
工
場
内
の
省
ス
ペ
ー

ス
化
と
環
境
に
配
慮
し
た
、

付
加
価
値
の
高
い
部
品
生
産

を
可
能
に
す
る
数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

旋
盤
「
Ｂ
Ｎ
Ａ
―

Ｄ
Ｈ
Ｙ
」
を
発
売
し
た
。

従
来
機
に
あ
た
る
「
Ｂ
Ｎ
Ｃ

シ
リ
ー
ズ
」
由
来
の
「
省
ス

ペ
ー
ス
性
」
「
高
精
度
」

「
低
コ
ス
ト
」
「
使
い
や
す

さ
」
は
そ
の
ま
ま
に
、
ユ
ー

ザ
ー
視
点
や
ニ
ー
ズ
に
対

応
、
完
成
度
の
高
い
仕
上
が

り
と
な
っ
た
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
に
よ

り
、
従
来
機
と
比
べ
て
約

％
の
省
ス
ペ
ー
ス
を
実
現
し

た
。
さ
ら
に
加
工
能
力
は
、

最
高
ク
ラ
ス
の
８
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
タ
レ
ッ
ト

Ｈ
Ｄ
１

と
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
６
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
サ
ブ
タ
レ
ッ
ト

Ｈ
Ｄ
２

を
備
え
た
。
メ

ー
ン
タ
レ
ッ
ト
は
ハ
ー
フ
割

り
出
し
を
採
用
、
固
定
工
具

数
を

ポ
ジ
シ
ョ
ン
ま
で
拡

張
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
複

数
の
ツ
ー
ル
の
取
り
付
け
が

可
能
と
な
る
。
加
工
の
幅
を

広
げ
る
ツ
ー
ル
も
、
ト
リ
プ

ル
タ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
ホ
ル

ダ
ー
、
フ
ォ
ー
ス
プ
レ
ー
ン

ヘ
ッ
ド
、
Ｚ
フ
ォ
ー
ス
ス
ピ

ン
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト

４
基
の

回
転
工
具
ユ
ニ
ッ
ト

と
、

豊
富
に
そ
ろ
え
、
複
雑
ワ
ー

ク
加
工
時
に
も
ツ
ー
ル
不
足

を
感
じ
さ
せ
な
い
。
Ｚ
軸
４

ス
ピ
ン
ド
ル
と
Ｘ
軸
２
ス
ピ

ン
ド
ル
回
転
加
工
に
よ
り
、

タ
レ
ッ
ト
１
面
に
付
け
ら
れ

る
ツ
ー
ル
数
を
増
や
し
た
。

ま
た
、
８
面
全
て
に
お
い
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
損
失
の
少
な

い
、
単
独
駆
動
式
回
転
工
具

を
搭
載
し
た
。

　
重
畳
加
工
を
は
じ
め
と
し

た
左
右
の
ス
ピ
ン
ド
ル
に
対

す
る
同
時
加
工
で
は
、
各
種

の
生
産
性
向
上
機
能
を
採
用

し
、
無
駄
な
動
き
を
抑
制
。

こ
う
し
た
同
社
の
独
自
制
御

方
式
で
、
従
来
機
よ
り
非
切

削
時
間
を

％
削
減
に
成

功
。
ト
ー
タ
ル
タ
ク
ト
で
は

約

％
の
時
間
短
縮
を
可
能

と
し
た
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

使
用
す
る
操
作
盤
や
計
器

類
、
ま
た
作
業
ポ
イ
ン
ト
な

ど
は
、
機
器
の
極
力
前
面
に

配
置
、
動
作
の
ム
ダ
を
省

く
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
へ
の
視

認
性
を
考
慮
し
、
長
時
間
の

作
業
で
も
ス
ト
レ
ス
に
な
ら

な
い
位
置
に
操
作
盤
を
配
置

し
た
。
加
工
支
援
画
面
で

は
、
各
種
支
援
画
面
を
ワ
ン

タ
ッ
チ
で
呼
び
出
す
こ
と
が

で
き
、
作
業
効
率
の
向
上
に

貢
献
し
て
い
る
。
安
全
性
も

重
要
ポ
イ
ン
ト
だ
。
天
井
ま

で
大
き
く
開
く
間
口
５
３
０

の
扉
開
口
部
に
よ
り
、

ツ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
内
の
作

業
性
・
視
認
性
を
向
上
さ
せ

た
。
ド
リ
ル
破
損
検
出
装

置
、
切
削
油
レ
ベ
ル
低
下
検

出
装
置
、
自
動
消
火
装
置

で
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
。

　

快
適
で
安
全
な
作
業
環

境
の
提
供

ユ
ー
ザ
ー
フ
レ

ン
ド
リ
ー
思
想
の
具
現
化

ブ
ラ
ン
ド
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
の
確
立

を
目
指
し
、

ス
ピ
ー
ド
と
調
和
を
意
図
し

た
造
形
処
理
・
カ
ラ
ー
リ
ン

グ
が
施
さ
れ
て
い
る
。
特
筆

す
べ
き
は
シ
ー
ト
キ
ー
だ
。

シ
ー
ト
キ
ー
は
操
作
盤
に
設

置
さ
れ
て
い
る
各
種
ボ
タ
ン

・
セ
レ
ク
ト
ス
イ
ッ
チ
類

を
、
操
作
機
能
の
観
点
か
ら

整
理
・
集
約
さ
せ
た
操
作
キ

ー
で
、
主
要
ス
イ
ッ
チ
に
触

覚
の
み
で
判
別
可
能
な
凹
凸

加
工
を
施
し
た
。
Ｓ
Ｕ
Ｉ

Ｓ
ｏ
ｌ
ｉ
ｄ
　
Ｕ
ｓ
ｅ
ｒ

　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｆ
ａ
ｃ
ｅ

実
現
に
向
け
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
は
、
非
常
に
斬
新
な
試

ざ
ん
し
ん

み
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

た
。

　
開
発
に
際
し
て
は
、
外
部

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
助
言
を
得
な

が
ら
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
チ
ー
ム

自
ら
が
デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
制
定
・
検
討
を
行
っ

た
。
コ
ン
セ
プ
ト
立
案
や
機

械
構
成
要
素
検
討
の
川
上
段

階
か
ら
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な

っ
て
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
・

あ
り
よ
う
に
真
摯
に
取
り
組

し
ん
し

ん
で
お
り
、
そ
の
成
果
が
完

成
度
向
上
に
結
実
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
開
発
姿
勢

は
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
向
上

や
、
ブ
ラ
ン
ド
価
値
確
率
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
く
こ
と

は
、論
を
ま
た
な
い
だ
ろ
う
。

島
津
製
作
所

全有機体炭素計ＴＯＣ―Ｌ
審査委員会特別賞

　
清
潔
で
安
全
な
水
が
、
安

価
で
安
定
供
給
の
も
と
に
利

用
で
き
る
日
本
。
２
０
０
８

年
の
日
本
国
内
で
の
水
使
用

実
績
は
、
国
土
交
通
省
発
表

デ
ー
タ
に
よ
る
と
年
間
約
８

２
４
億
立
方

。
そ
の
内
、

生
活
用
水
と
呼
ば
れ
る
家
庭

用
水
、オ
フ
ィ
ス
、ホ
テ
ル
、

飲
食
店
な
ど
で
使
用
さ
れ
る

水
は
、
年
間
約
１
５
５
億
立

方

。
製
造
業
な
ど
、
産
業

活
用
さ
れ
る
工
業
用
水
は
同

１
２
３
億
立
方

に
及
ぶ
。

飲
み
水
と
な
る
水
道
水
や
排

水
は
、
健
康
や
環
境
の
観
点

か
ら
水
質
の
管
理
が
重
要
な

の
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、
工

業
用
水
と
し
て
企
業
活
動
に

使
用
さ
れ
る
水
も
同
じ
で
あ

る
。
半
導
体
や
液
晶
、
医
薬

品
の
製
造
時
や
原
子
力
発
電

な
ど
に
使
用
す
る
超
純
水
・

使
用
済
み
超
純
水
の
水
質
管

理
は
、
製
造
品
質
を
保
つ
上

で
も
軽
視
は
で
き
な
い
。
豊

か
な
水
供
給
の
も
と
、
そ
の

水
質
調
査
の
徹
底
と
簡
便
さ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
島
津
製
作
所
の
「
全
有
機

体
炭
素

Ｔ
Ｏ
Ｃ

計
」

は
、
６
８
０
度
Ｃ
燃
焼
触
媒

酸
化
方
式
を
採
用
し
て
い

る
。
前
処
理
で
試
料
か
ら
無

機
炭
素

Ｉ
Ｃ

成
分
を
取

り
除
い
た
後
、
白
金
触
媒
が

充
填
さ
れ
た
全
炭
素

Ｔ

じ
ゅ
う
て
ん

Ｃ

燃
焼
管
内
で
、
十
分
な

酸
素
供
給
の
も
と
６
８
０
度

Ｃ
加
熱
を
行
う
こ
と
で
、
試

料
の
完
全
燃
焼
を
促
す
。
有

機
物
中
の
炭
素
か
ら
生
成
し

た
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

を
冷
却
、
除
湿
し
、
非
分
散

型
赤
外
線
ガ
ス
分
析
部

Ｎ

Ｄ
Ｉ
Ｒ

で
Ｔ
Ｃ
を
検
出
、

独
自
演
算
式
を
用
い
て
水
質

成
分
を
割
り
出
す
。

　
新
シ
リ
ー
ズ
の
「
全
有
機

体
炭
素
計
　
Ｔ
Ｏ
Ｃ
―
Ｌ
」

は
新
設
計
の
高
感
度
Ｎ
Ｄ
Ｉ

Ｒ
を
採
用
。
燃
焼
触
媒
酸
化

方
式
と
し
て
は
最
高
の
検
出

限
界

１

当
た
り
４

―
３
万

を
実
現
し

た
。
加
熱
・
燃
焼
に
よ
る
酸

化
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
酸
化

原
理
を
用
い
て
い
る
た
め
、

酸
化
剤
使
用
な
ど
に
伴
う
前

処
理
・
後
処
理
が
不
要
に
な

り
、
優
れ
た
操
作
性
が
可
能

と
な
っ
た
。
高
い
有
機
物
検

出
能
力
と
高
感
度
分
析
を
実

現
し
た
同
製
品
は
、
低
分
子

の
易
分
解
性
有
機
物
だ
け
で

な
く
、
不
溶
解
性
や
高
分
子

状
有
機
体
を
含
む
難
分
解
性

有
機
物
も
高
効
率
で
酸
化
が

可
能
。
純
水
か
ら
高
汚
濁
水

ま
で
の
測
定
を
可
能
に
し
て

い
る
。

　
同
製
品
は
液
晶
表
示
装
置

Ｌ
Ｃ
Ｄ

と
キ
ー
ボ
ー
ド

を
搭
載
し
た
「
ス
タ
ン
ド
ア

ロ
ン
モ
デ
ル
」
と
、
パ
ソ
コ

ン
制
御
の
「
Ｐ
Ｃ
制
御
モ
デ

ル
」
の
２
タ
イ
プ
を
用
意
。

ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
モ
デ
ル
に

は
低
温
ポ
リ
シ
リ
コ
ン
薄
膜

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

Ｔ
Ｆ
Ｔ

液
晶
と
、
液
晶
画
面
と
の
一

体
感
・
簡
易
操
作
に
注
力
し

た
照
光
機
能
付
き
キ
ー
ボ
ー

ド
が
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、

高
い
操
作
性
を
実
現
し
て
い

る
。
一
方
、
Ｐ
Ｃ
制
御
モ
デ

ル
用
に
準
備
さ
れ
た
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
に
は
、
直
感
的
操
作

に
配
慮
し
た
画
像
操
作
環
境

Ｇ
Ｕ
Ｉ

が
実
現
さ
れ
て

お
り
、
分
析
業
務
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
豊
富
な
機
能
が
搭
載

さ
れ
て
い
る
。

　
装
置
幅
は
従
来
機
比

％

削
減
、
設
置
ス
ペ
ー
ス
同

％
削
減
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト

化
に
注
力
し
た
本
体
の
造
形

は
、
水
の
流
れ
と
そ
こ
に
架

か
る
橋
を
メ
タ
フ
ァ
ー
と
す

る
ツ
ー
ト
ー
ン
形
状
を
基
本

と
し
、
視
線
を
操
作
パ
ネ
ル

に
導
く
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
処

理
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い

る
。中
央
の
ブ
リ
ッ
ジ
稜
線

り
ょ
う
せ
ん

部
に
は
、
イ

ン
ジ
ケ
ー
タ

ー
が
配
置
。

装
置
の
状
態

確
認
や
状
況

把
握
の
視
覚

化
を
促
し
て

い
る
。
一

方
、
コ
ン
パ

ク
ト
化
を
実

現
す
る
た
め

に
注
力
し
た

全
窒
素

Ｔ

Ｎ

ユ
ニ
ッ

ト
は
、
本
体
上
部
後
方
に
配

置
し
、
一
体
感
を
演
出
す

る
。

　
コ
ン
パ
ク
ト
化
と
、
１
日

８
時
間
稼
働
で
５
日
間
使
用

し
た
場
合
の
電
力
を
、
従
来

機
比

％
削
減
し
た
省
電
力

化
に
成
功
。
現
行
機
種
に
対

す
る
顧
客
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
、
国
内
外
で
実
施
し
、
使

い
勝
手
に
対
す
る
対
策
を
徹

底
的
に
検
討
し
た
上
で
開
発

さ
れ
て
い
る
。
水
中
有
機
汚

濁
物
質
の
指
標
で
あ
る
生
物

化
学
的
酸
素
要
求
量

Ｂ
Ｏ

Ｄ

と
、
化
学
的
酸
素
要
求

量

Ｃ
Ｏ
Ｄ

測
定
の
煩
雑

さ
を
克
服
し
た
同
製
品
は
、

同
社
の

年
に
わ
た
る
開
発

実
績
に
裏
打
ち
さ
れ
て
、
高

い
完
成
度
を
み
せ
て
い
る
。

第４２回機械工業デザイン賞

　　 ２０１２年 平成２４年 ７月２６日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）


